
２０１５年１月２１日 こくろう み と 第８号

旗

開

き

で

全

組

合

へ

挨

拶

２
０
１
５
年
地
方
本
部
旗
開
き

で
、
塚
原
委
員
長
は
組
合
員
へ
次

の
よ
う
に
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
戦
後
70
年
の
年
、
来
年

は
国
労
結
成
70
年
の
節
目
の
年
で

す
。
昨
年
末
の
総
選
挙
は
、
自
公

で
３
分
の
２
議
席
を
占
め
ま
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
や
憲
法

「
改
正
」
の
発
議
等
、
「
戦
争
の

で
き
る
国
づ
く
り
」
を
整
備
し
つ

つ
あ
り
危
険
な
方
向
へ
と
進
ん
で

い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
は
未
だ
収

束
せ
ず
、
14
万
人
以
上
が
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
川
内
原
発
を
始
め
と
し

た
再
稼
働
の
動
き
が
加
速
し
て
い

ま
す
。
「
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
」

大
衆
行
動
を
展
開
し
脱
原
発
社
会

の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

は
、
組
織
の
10
％
目
標
を
柱
に
機

関
会
議
を
継
続
し
て
行
う
中
で
昨

年
12
月
に
３
年
８
ヶ
月
ぶ
り
に
２

名
の
仲
間
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

是
非
、
今
年
は
「
国
労
に
入
れ
！
」

を
合
言
葉
に
、
一
人
で
も
多
く
の

組
織
拡
大
に
向
け
お
互
い
に
奮
闘

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
と
、

年
頭
に
あ
た
り
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

◆
来
賓
者

民
主
党
＝
郡
司
彰
、

大
畠
彰
宏

（
秘
書
）
、
藤
田
幸
久
、
福
島
伸

行
（
秘
書
）
、
佐
藤
光
雄
◆
共
産

党
＝
大
内
久
美
子
・
江
尻
加
那
◆

社
民
党
＝
井
坂
章
、
狩
野
光
昭
、

玉
造
順
一
◆
新
社
会
党
＝
小
林
賢

一
◆
連
合
茨
城
＝
日
下
部
好
美
◆

自
治
労
＝
黒
江
正
臣
◆
茨
教
組
＝

吉
田
豊
◆
農
協
労
連
＝
会
沢
隆
之

◆
茨
職
労
連
合
＝
安
清
次
◆
水
戸

職
員
組
合
＝
赤
上
正
明
◆
中
央
・

東
北
労
金
＝
藤
井
雅
行
、
森
敏
幸

◆
平
和
擁
護
県
民
会
議
＝
川
口
玉

留
◆
鹿
島
臨
海
労
組
＝
中
島
茂
総

◆
プ
リ
マ
ハ
ム
労
組
＝
中
島
秋
文
、

川
又
保
男
◆
在
日
朝
鮮
茨
城
県
本

部
＝
朴
、
蘆

昨
年
、
12
月
1
日
に
国
労

加
入
さ
れ
た
清
水
秀
尚
さ
ん

（
勝
田
地
区
分
会
所
属
）
の

歓
迎
集
会
が
12
月
26
日
に
開

催
さ
れ
、
東
本
部
佐
藤
書
記

長
・
塚
原
委
員
長
も
含
め
14

名
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
書
記
長
及
び
塚
原
委

員
長
か
ら
は
、
年
末
に
入
り

短
期
間
で
２
名
の
拡
大
に
成

功
し
た
こ
と
は
、
地
方
本
部

全
体
に
活
力
が
呼
び
起
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
歓
迎
集
会

を
皮
切
り
に
、
多
く
の
仲
間

を
迎
え
入
れ
た
い
と
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
部
分
会
長
か
ら

は
、
国
労
手
帳
と
バ
ッ
チ
が

手
渡
し
固
い
握
手
が
交
わ
し

な
が
ら
、
共
に
頑
張
ろ
う
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

清
水
秀
尚
さ
ん
か
ら
は
、

国
労
に
加
入
し
た
こ
と
が
本

当
に
嬉
し
い
事
で
す
。
家
族

も
含
め
歓
迎
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
と
挨
拶
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

地
方
本
部
は
１
月
10
日
、
２
０
１

５
年
旗
開
き
を
水
戸
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。
旗
開
き
に
は
、
県
内
外
の

地
域
労
組
・
政
党
な
ど
約
70
名
が
参

加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
旗
開

き
で
塚
原
委
員
長
は
、
新
た
な
闘
い

と
決
意
を
述
べ
、
引
き
続
き
組
織
拡

大
に
全
力
を
挙
げ
る
年
と
強
調
し
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

①
安
倍
政
権
の
暴
走
を
何
と
し
て

も
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
団

的
自
衛
権
を
始
め
、
憲
法
改
悪
を
目

指
し
戦
争
の
出
来
る
国
作
り
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
②
組
織
拡
大
は
、

本
部
指
令
を
基
に
10
％
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
本
年
も
継
続
し

運
動
を
強
化
し
て
行
き
ま
す
と
訴
え
、

２
０
１
５
年
を
組
織
の
多
数
派
を
目

指
す
闘
い
と
共
に
、
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
も
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を

述
べ
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

国労水戸地方本部

水戸市中央1-1-11

ENYビル2F

029-221-4008

発行責任者 塚原良雄

編集責任者 坂本公則


